
［成果情報名］明太子原材料の遺伝子鑑定法 

［要   約］明太子の原材料となるスケソウダラの卵巣卵と、その代替品として製品や

輸入原料に混入しているマダラ２魚種の簡便な遺伝子鑑定法を開発した。

本手法は、我が国で明太子製造に供されている国産及び輸入原料の主要な

原産地に対応している。 
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［背景・ねらい］ 

 新ＪＡＳ法の施行により、水産加工食品には原材料種や原産地の表示が義務付けられた。

その対象食品の１つである「明太子」は、スケソウダラの卵巣卵のみを原材料として製造

しなければならない。しかし近年、我が国近海のスケソウダラ資源はほぼ枯渇状態となり、

明太子の国内供給量の約８３％（２０００年、期首在庫除く）をロシアやアメリカ等から

の輸入卵巣卵に依存している。また９０年代からは、ロシア海域でもスケソウダラ資源の

減少が進み、原料品質の悪化とともに原料価格の高騰が明太子製造業にとって深刻な問題

となっている。そのため、スケソウダラに比べて商品価値が低く、かつ形態判別が困難な

スケソウダラ近縁のマダラ属卵巣卵を輸入原料や明太子製造過程等で混入させた偽装表示

の明太子製品の流通が報告されている。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．スケソウダラとマダラの卵巣卵を対象に、ミトコンドリア・ゲノムのチトクロームｂ

遺伝子５′領域を指標としたＰＣＲ－ＲＦＬＰ（ＰＣＲ制限酵素断片長多型）による

簡便な魚種識別技術を開発した。 

２．明太子原材料の主要原産地である北海道、アラスカ及びロシア産のスケソウダラ及び

マダラ属魚類の中でも世界的に漁獲量が多く、卵巣卵が我が国においても比較的入手

しやすいアラスカ産の太平洋マダラとアイスランド産の大西洋マダラの２魚種を検討

対象とした。 

３．スケソウダラ３産地及びマダラ２魚種の各３個体について当該領域の塩基配列を解読

し、本手法で用いる制限酵素の認識部位に変異がないことを確認した。 

４．動物の卵にはＰＣＲ等の分子生物学的操作を阻害する物質が多く含まれる。そのため

原料魚卵及び加工済み明太子製品から混入物が少ない高純度なゲノムＤＮＡの調製法

も開発した。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

 我が国における明太子原材料供給量は年間約６．５万トン（２０００年）もあるため、

市場に流通している製品の原材料鑑定には行政機関等による検査体制の整備が必要である。

また約３．８万トン（同）の輸入原料については、通関時に検査済証明証等の提出を義務

付けるのが有効な偽装防止策である。 

 



［具体的なデータ］ 
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図１ スケソウダラ、太平洋マダラ及び大西洋マダラのチトクロームｂ遺伝子５′領域

における制限酵素認識部位の模式地図． 
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図２ タラ科ユニバーサルプライマーを用いたスケソウダラ（①ロシア、②北海道、③

アラスカ）、太平洋マダラ（④アラスカ）及び大西洋マダラ（⑤アイスランド）の

卵巣卵からのチトクロームｂ遺伝子５′領域の制限酵素処理． 
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